
収集体制 資源化率 次期クリーンセンター

１ 現 状

●プラスチック製容器包装類の収集と処理

・平成14年の１２分別以降、ペットボトルと

    プラスチック製容器包装の混合収集（週1回）

・排出後は、中間処理施設で選別・ベール加工後、

（公財）日本容器包装リサイクル協会に引き渡し

・一部の公共施設でペットボトルの拠点回収を実施

●資源化率の数値目標

・「じゅんかんプラン２１」において令和12年度まで

に資源化率30％以上を数値目標に設定

・令和５年度末の資源化率は１９．５％

・製品プラスチックは燃やすごみとして焼却処理

●次期クリーンセンター

・令和１３年１月稼働開始予定

２ 課  題

 ペットボトルとプラスチック製容器包装を再資源化し

た際の低い品質評価をどのように改善していくのか。

→プラスチック容器包装の評価ランクD（引き渡しできる最低評価）

 ペットボトルとプラスチック製容器包装の適切な排出

方法をどのように市民に浸透させるか。

注.ペットボトルの場合：キャップを取る、ラベルをはがす、中身を出してつぶす

※長年に亘る収集体制について、如何にペットボトルと

 プラスチック製容器包装の質的向上を実現していくのか。

 目標と実績で10%程度乖離している資源化率につい
て、限られた時間でどのような対策で 目標達成を実
現していくのか。

※「プラスチック新法」において追加された「製品プラス
チックの再資源化」について、どのように対応して
いくのか。

 次期クリーンセンターは、じゅんかんプラン２１に掲げ

る目標達成を前提とした処理能力であり、稼働開始ま

でにごみの減量・資源化の取り組みをいっそう強化す

る必要がある。

３ 対応方針 次期クリーンセンター稼働開始に向けて、プラスチックごみを取り巻く諸課題（減量・再資源化等）を総合的に解決していく

４ 解 決 策

●「ペットボトル」と「プラスチック製容器包装」の
分別収集

検討事項

 ペットボトルの排出方法

 プラスチック製容器包装の排出方法

 中間処理施設の確保（業務委託内容の見直し） 等

※様々な手法によるペットボトル資源化の検討を並行して進め

ていく。（集団資源回収等）

●燃やすごみに含まれる製品プラスチックの
再資源化

検討事項

 製品プラスチックの排出方法

 指定袋のデザイン変更または追加 

 中間処理施設の確保（施設改修も含む） 等

※既存施設で製品プラスチックを処理する場合、千葉県からの

施設改修許可および改修工事期間として約3年間を想定

●円滑な事業推進

令和７年３月２４日
（環境部 総合環境課）

資料１

令和６年度 令和１３年１月

５ スケジュール（全体像）

ごみの減量と資源化に向けたプラスチックごみ収集体制の見直しについて

課題解決に向けた検討

審議会への意見聴取等
次期クリーンセンター稼働開始

注.

製品プラスチックの再資源化（燃やすごみから分離）

ペットボトルとプラスチック製容器包装の分別収集 収集体制の

再構築
検討
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